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『米・仏・白・独ノ対支公共事業投資 : 電灯 ガス 水道 バス 電車（未定稿）』 





河口協介・大西浅市・加藤順「南京及び上海の水道を見て」（『水道協会雑誌』58、1938 年 3 月） 
堀江勝己「中支那の水道事業に就て」（『水道協会雑誌』79、1939年 12月） 
谷口清治「旧蘭印の上水道雑感」（『水道協会雑誌』120、1943年 5月） 
 西川義方「大東亜建設途上の水」（『水道協会雑誌』131・132・134、1944年 4・5・7月） 
（３）水道技術者の動向に関する情報の体系的把握 
①『水道統計』第 3号（上水協議会、1922年末）、『水道統計』第 13号（上水協議会、1928年 6
月）、『水道統計』第 21 号（上水協議会、1932 年 4月）に掲載された「水道経営関係者名」を
もとに、各都市の上水道技術者のデータベースを構築した  全 1968名分 
②『日本水道史』（中島工学博士記念事業会、1927年）P109～115に掲載された上下水道関係技
術者をもとに、各都市の技術者のデータベースを作成した 全 1066名分 
③藤田賢二『満州に楽土を築いた人たち』（日本水道新聞社、2011 年）の巻末に掲載された技術
者の情報を入力した 全 334名分 
④このほか、下記のような文献の収集を行った（主なもののみ） 





























 内地では 1930年代まで都市の 8～9割以上で近代水道の整備が終わり停滞期に入るなか、日本
の大陸進出を背景に外地の水道建設が活発化し、水道技術者たちは海外に活躍の場を求めていっ
た。満洲国や日中戦争期の占領地の各都市には、六大都市の水道技術者たちが大量に派遣された。
内地に比べて過酷な環境のなか、彼らは最新の技術を野心的に導入し、また雑誌『大陸の水道』
などを通じて強固なネットワークを持ちながら、外地の水道建設を行った。敗戦後、帰国した彼
らは空襲等で被災した内地の水道復旧に力を発揮することとなる。こうした技術者の動向に関し
ては、藤田賢二『満洲に楽土を築いた人たち』（日本水道新聞社、2011 年）に詳しい。今回の研
究では、同書であまり扱っていない台湾・朝鮮および中国大陸などの技術者の動向をも含め、デ
ータベース化を図ることに努めた。ただし現状ではまだその総体に迫り得るほどの資料が集まっ
ていない。今回の研究の成果を踏まえながら、さらなる分析を進めたい。 
 
なお本研究については、平成 28年度本学学術助成金研究「日露戦争後における近代水道の普及過
程に関する体系的研究」とあわせて、その成果の一部を「近代日本における水道整備過程の歴史
的研究」（國學院大學大学院文学研究科博士学位請求論文）としてまとめており（現在審査中）、
それをもとに 1年以内に出版を予定している。 
